
平成２６年度 長崎県高等学校文化連盟放送専門部 夏期研修合宿 

朗 読 講 座 

上五島高校    江口 裕恵 

佐世保工業高校  相原 美詠 

講座の内容 

講座Ｃ（１０日 19：00～20：30）（90分） 

  ・朗読って何だろう（全国大会の感想を中心に）  

  ・作品の抽出について            

講座Ｄ（１１日 9：00～12：00）（180分） 

  ・朗読の工夫のしかたについて            

講座Ｅ・Ｆ（１１日 13：30～17：00、19：00～20：30）（210＋９０分） 

・グループ別読み方演習          

講座Ｇ（１２日 9：１0～９：５0）（４0分） 

  ・朗読講座ミニコン 

 

 

講座Ｃ 前半  

 

朗読って何だろう―第６１回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会審査を経験して― 

 

【準決勝の講評】 

 １ 声のパワー・ボリューム大事     

声をドーンと出すこと 

２ 課題で差がつく、日頃が出る 

    自分の作品を引きずって読まない、ギアチェンジできるかが実力の出どころ 

３ どこを選ぶか     

会話文が長くても短くてもＮＧ、バランスの良いところ 

４ しっかり黙読して作品の世界を頭に入れてから声に出すこと。 

言葉に思いを込めて朗読しなければ聞き手が置いていかれる感じがする。 

５ 課題の作品のみならず、同作家の他作品も読みこんだうえで、課題作品の世界に

せまること。 

６ 強調しすぎの人がいる。大事な言葉だけをたてること。 

７ 強調の仕方・言葉のかかり方を研究すること 

８ 「読む」という行為の先の「伝える」というところまでやること 



９ 伝える相手（具体的な相手）を意識すること 

     →朗読の出来を左右する 

     →「皆さん」に向かってではなく「審査員の誰か」に向って 

     →同空間を意識できるか 

１０ もしかしたら放送局のアナウンサーよりも、高校の放送部の顧問の先生よりも、

高校生がより伝わる表現ができるかもしれないという気概で表現を研究していって

ほしい 

 

【決勝の講評】 

  １ 伝わったか？伝えてくれたか？ 

２ 特にイントネーション・ポーズ・発声が大切 

３ 作者がこの文章で何を言いたいのか、それを伝えること 

４ 伝えるには動機（伝えたいという思い）が必要 

     朗読は動機だ      

朗読は伝えるんだ      

朗読は話すんだ 

 

【所感】 

  長崎の朗読は丁寧な読解が不足していると思います。今回の経験を通して私自身の中

で変わった意識としては、声がしっかり出ているかどうかも含めて、「聴かせる朗読かど

うか」「聴きたくなる朗読かどうか」ということが一番大事だということです。「自分が

好きなところだから朗読したい」のではなく、「伝えたいから朗読したい」そのために同

作家のこと、同作家の他作品を読み込んだうえで、「当該作品のこの場面はこのような意

味があり、登場人物はこのような心情であろうから、こう表現する」というどこまでも

丁寧な解釈にチャレンジできるかどうかなのだなと思います。今回優秀賞に輝いた２名

はどちらも声がしっかり出る朗読ではなかったですが、私自身は場面がよく伝わってき

た、自分もその場面に居合わせているような気になった（同空間）ので、その小さい声

を一生懸命聴いてしまいました。西陵の山田たからさんについては、近年の長崎の朗読

の選手のなかでもこれからの後輩たちに語り継いでいくべき素晴らしい手本です。とい

うのは、彼女は登場人物の心情に迫るため、また筆者の伝えたいことが何かをつかむた

めに、芥川についての本や芥川の他作品、本作品を毎日読み続けるという努力を積み重

ねたからです。ホールに上がる前の練習中も姫君の気持ちになるために切り取った場面

の周辺を声に出して読んでいた姿が印象的でした。 

 

 



【引率で全国大会に行かれた内川先生（活水高校）より】 

 

 

 

 

 

 

 

講座Ｃ 後半  

☆作品・場面の選び方 

  ★作品選び 

    作品は全部読み通すこと。（登場人物についての情報をきちんと把握する） 

    その作品に感動し、その感動や作品世界を「伝えたい」という意志を持つ作品 

    ただし、向き不向きもあるので、性質や性別など考え、第三者に相談するとよい。 

 

  ★場面選び 

    ・「伝えたい」感動がその場面にあるか。（聞き手の関心を得られるおもしろさ） 

 

    ・耳で聞いたときに情景が目に浮かぶか。 

      →聞き取りにくいことばを含まない（特にキーワード） 

 

    ・「情景」「行動」「心情」が描かれている。 

 

    ・登場人物がある程度しぼられている。 

 

・会話と地の文のバランスがとれているか。 

 

    ・時間に余裕を持って選ぶ。（文庫本１５～１６行。４００字程度） 

練習するうちのびる。 

 

★実際に場面を選んでみよう！ 

    ①グループで、各自が選んだ場面を発表→一箇所に絞る。 

    ②グループごとに選んだ場面を発表 

 

    作品 「風が強く吹いている」三浦しをん 



講座Ｄ  

１ はじめに 

★朗読とは 

  作者が書いた文章を、肉声に変換して伝える行為。 

   ◎作者がその作品、その場面、その言葉で伝えたいものは何かを考え、それらが伝

わるよう、読み手の肉声によって聞き手の想像力を刺激する 

 ＊アナウンスとの共通点 

  ・書かれている意味通りに「伝える」 

  ・人に届く声で 

  （アクセント・明瞭な発音などはクリアできていて当然！） 

 ＊アナウンスとの違い 

  ・解釈→表現→伝わる 

    「相手の心を動かすことができるか」（ＮＨＫ 加賀美アナ） 

    「聞き手に対して何かをプレゼントする」（ＮＨＫ 渡部アナ） 

    「朗読はコミュニケーションである」（ＮＨＫ 金野アナ）           

                                     

２ 「伝わる」朗読とは 

  ①伝える「声」「息」（基本技術） 

   ★読み手が普段話している「息づかい」＝話し言葉として不自然でない調子 

   ★長い息 

★マイクを通してよく通る声 

★明瞭な発音 

 

②意味を伝える 

 一文の意味（係り受け＝音の高低、ひとかたまりの言葉＝息の切れ目） 

   ★音の高低の基本 

     １ 一文において、音は高いところから低いところへ向かう。 

     ２ 主語の音の高さは、述語より高い。 

     ３ 修飾語の音の高さは、被修飾語より高い。（被修飾語はアクセント平板化） 

     ４ 直接次の語につながらないときには、音の高さを立て直す。 

     ５ 並列関係を表すには、音の高さをそろえるとよい。 

   ★息の切れ目＝意味の切れ目で 

     必ずしも読点で切るわけではない／基本は主語で切る。 

    

  「はっきりと本格的に掃除の稽古についたのは十四歳、女学校一年の夏休みである。」  



③世界を伝える＝作品（自分の解釈）に忠実に表現する 

  ★間 

     聞き手が理解するための間（意味・場面の変化・時間の経過） 

聞き手が内容を味わうための間 

   一文の中だけではなく、文と文の間の「間」も意識する。 

 ★プロミネンス（卓立・強調） 

  強調のしかたＡＢＣ  

 「これは花瓶です。」（皿ではありません） 

 ★イントネーション 

    単語や文節の文末を上げ下げすることによって、意思表示をしたり、相手に

同意も求めたりできる。（内容理解が必須！） 

    「机」    

★スピード 

  自然な「話し言葉」のスピードで 

  「聞き手の理解度」に合うスピード（新語・造語・初めて聞く語など） 

  早く聞こえる＝①間が十分でない②音が飛んだり滑ったりする 

   ★テンポ（緩急・チェンジ・オブ・ペース） 

     その場の情景・場面転換・登場人物などによる、読む速さ・声の調子の変化 

     あくまで自然に！かつダイナミックに！（ゆっくり・急ぐ・たたみかけなど） 

     

③その他 

    ひとかたまりの言葉の中で立てたいことば…言葉のヘッドを立てる 

 

「遺体が発見されたのは雨が上がった数日後、五キロも下流の岩場だった。」 

 

    番号・氏名・作品名はごく普通に、丁寧に読む。 

朗読に入る前は、間を空ける。 

文章の中で強い意味を持たないところはさらさら読む。 

「地の文／心中語／会話」の違いがわかる朗読を。 

 

  聞き手の理解を妨げるようなイントネーション（抑揚）を避け、 

無意味な強調をしないこと。 

（意味のあまりないところを、意味ありげに読まない。 

語尾を伸ばしたり、音をあげると何らかの意味が加わる。） 

 



３ 注意すべき朗読 

 

次の作品を朗読してみよう 

 

Ａ 乃南アサ『行きつ戻りつ』「青年のお礼」 

 

 その時、彼がすっと振り返った。その顔を見て、彼女は一瞬青年が泣き出すの 

ではないかと思った。彼は唇を噛みしめ彼女から目を逸らすと、今度は無数の 

地蔵菩薩が並び、風車が回り続ける風景に目をやった。 

「僕は ――― 皆一緒にいるのかと思った。」 

「 ―――― 皆？」 

 少年の面影の残る首筋の喉仏が大きく上下するのが見えた。彼女は少しの間た 

めらった後、いったい誰がなくなったのか聞いてみた。青年は大きく深呼吸した。 

「親父と、おふくろと、あと妹と弟です。」 

 彼女は思わず息を呑んだ。 

「四人？あなた以外の家族、皆なの？」 

    

 

 

 

 

 

 

 



Ｂ 大江健三郎「吟味された言葉」 

 

 光
ひかり

は家族の中でたいていいつも黙っている。そして田舎の村でも、母が問わず

語りをするように、自分がとしをとってしまったこと、これからの大仕事が死ぬ

ことだということ、今までたいていのことは経験してきたけれども、死ぬことだ

けは初めてだからしっかりしていなければならない、というようなことを話すの

を聞いていたのだろう。妹も、同じ内容の話をしばしば聞かされたというから。

そして自分の心に湧き起こった吟味に吟味して――― たとえ薄明
はくめい

の中に時をお

いてポカリと浮かぶ水泡を捉えてゆく、というような仕方であれ――― 胸のうち

の言葉にしていたのだろう。それを本当に名残惜しく感じる別れに際して、口に

出したわけなのだ。 

 そして障害を持った孫によって吟味された言葉がおばあちゃんを力づけ、大病

を耐え抜かせることが起こったのだと思う。僕は光の言葉を、自分自身のやがて

来る日のためにもよく覚えておきたい。 

 

    

 

 

 

 

 



Ｃ 石川 淳『新釈雨月物語』「浅茅が宿」 

 

このとし享
きょう

徳
とく

四年の夏、鎌倉の御所足利成
しげ

氏
うじ

はさきに管領
かんれい

の上杉氏と仲たがえ

して乱におよんだために、京よりの追討を受け、屋形は兵火に跡なくほろび、成

氏は総州の味方をたのんで古河に落ちるありさまに、関東たちまちみだれて、め

いめいおもいおもいの世の中となって、老いたるは山に逃げかくれ、若きは兵に

狩り出され、きょうはここを焼きはらうぞ、あすは敵が寄せ来るぞと、女わらべ

は西に東ににげまどい泣きかなしむ。勝四郎の妻も、いずこなりと逃げようもの

をとはおもったが、この秋を待てといった夫のことばをたのみにして、おだやか

ならぬ日々を指おりかぞえてはくらした。秋とはなったが、風のたよりもないの

で、世のさまとおなじくあてにならぬ人の心よと、恨みかなしみ、おもいしずん

で 

 身のうさは人しも告げじあふ坂のゆふつけ鳥よ秋も暮れぬと 

  せめては鳥の音に寄せても、むなしく秋をすごす身のつらさを知らせてやりたい

ものをと、こうは詠んだが、遠く国国をへだてたこととて、いい送るすべも無い。 

    

 

 

 

 

 



講座Ｅ  

  自分でで解釈した原稿を、音に出して読んでみよう。 

   ポイント・自分の解釈した通りに音になっているか。（伝わっているか。） 

        グループの友達や先生に聞いてもらって確かめよう！ 

 

【よりよい解釈を目指そう】 

作品（場面）の解釈が朗読の肝である。 

①ラインリーディング②十字グラフ 

などの方法がある。参考にして、よりよい解釈に挑戦しよう。 

   

①ラインリーディング 

  主人公の心情部分とその他の部分（他登場人物を含めた主人公の心情に変化を 

もたらす環境）を２色のマーカーを使って読解する。主人公の心情の変化を軸

に、情景描写・登場人物の行動・セリフ・心情描写を丁寧に読むことができる。 

  

②十字グラフ 

  セリフ表現の研究の入り口として有効か。十字グラフの縦軸に声の大小を、横 

軸に読むスピードの速い遅いを決め、個々のセリフがどの位置に来るか考える 

ことを通して、セリフの表現をさまざまに検討できる。 

例１）感情が激しているからこのセリフははやくなるのではないか 

例２）このセリフは遅く読む方が迫力が増すのではないか・・・等云々 

    

 

作品 「Ｗａｔｅｒ」（吉田修一） 

  囲まれた部分を、自分で読解して読んでみよう。 

  １ この場面はどういうシーンかを分析する。 

   （場所、登場人物（性別・年齢・立場など）、登場人物の位置関係、登場人物の心情、

時代、色彩、音、動きなど） 

  ２ 「伝えたいこと」は何なのか、を考える。 

     

  ３ 「伝えたいこと」が伝わるように、工夫する。→練習 

   

  ４「伝わっているか」確認。（先生がたも含めて２０人以上の人に聞いてもらう。） 

     （タスクを完了したものだけが、最終日のミニコンに出る資格を与えられる。） 


